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要約 : 本研究は ヒノキ天然更新が可能となる条件を明らかにすることを目的に 数多くの条件の違う地況
および林況のヒノキ人工林から集めたデタを用いて各種要因と更新の可能性の関係を明らかにすると共
に それらの天然更新への影響力を定量的に評価するために数量化類を用いて解析した 解析には 天然
更新と関係があると考えられる標高 傾斜度 斜面位置 土壌型 林齢 林冠疎密度 林床植生の被覆度
林床型の 2つの要因を独立変数として使用した
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調査は近畿中国森林管理局 旧 大阪営林局管内の +,
府県../林分において +320年 3月から +*月の間に
行った








行った 地況は 標高 方位 傾斜度 斜面位置 基岩
土壌型 年平均降水量の 1項目である 林況は 林齢 上
木の樹高と胸高直径 樹冠疎密度 疎	 : 各個体の樹冠と
樹冠の間が離れている 中	 : 各個体の樹冠と樹冠の間に
細い間隙がある 密	 : 樹冠にほとんど間隙がない林内
照度 林床植生の種類と現存量 +m, ,ヵ所の刈り取り調
査 林床植生の被覆度 なし	 : 植生なし 小	 : 調査面
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型 施業歴について行った これらの要因を表 +のように
-から 2のカテゴリに分けて解析を行った ヒノキ天然
生稚樹については +林分当たり +m,のコドラトを /ヶ






まず 調査区 +m, に生育する稚樹本数の平均値 /ヶ
所の調査区 から 天然更新の成否の判断基準を次のよう
に -段階に区分した
可能性 大 : 高さ ,* cm以上の稚樹が +m,あたり +
本以上あるところで天然更新施業の成功する可能性が大き
く期待できるところ 可能性 小 : 当年生を除いた高さ
,* cm以下の稚樹が +m,あたり ,本以上あるところで成
功の可能性は小さいが期待できるところ 不可能 : 前述
の稚樹が無いところを不可能地とした これは +ha当た










+ 標 高 図 +
標高は低いほうから高いほうへ 更新の可能性は大きく
なり 1/*+,***mでもっとも大きく約 0*の林分で更







, 降水量 図 ,
調査プロットの年平均降水量は +,+13.,+20 mmの範
囲内にあったが 更新との間にははっきりした関係は見ら
れない これは年降水量が約 +,,** mm以上あれば林内に
生育するヒノキ天然生稚樹の生存にそれほど大きな影響を
与えないためであると考えられる











/ 斜面の位置 図 /













1 土壌型 図 1
黒ぼく土 BlDでは ほかの土壌型よりも際立って更新
の可能性は大きく この土壌型にある林分の 1/が更新




悪くカベ状で 保水力が強く 通気透水性に劣る した
がって 傾斜がゆるく適度に湿った土壌でも 下層植生量
が極めて少ないために更新の可能性が大きくなっている
ついで BD d が他の -つの土壌型に比べると更新の可能
性が大きくなっているが BlD以外の土壌では更新の可能
性は変わらない BD d は山腹上部から中部に見られる土
壌型であり BA BBは尾根筋に分布する土壌型である




































+, 林床型 図 +,
林床に植生が何もない林分では ほとんど更新は不可能
である これは林内が暗すぎるか あるいは 土壌の移動
が大きいためである 一方 コケ型を示す林分では 林分
数は少ないが約 3/の林分で更新可能となっているほ






+- 林床植物の種類 図 +-
更新可能地と不可能地のそれぞれに出現する林床植生に
ついて検討した 表 , まず 更新不可能地ではアオキや
コアジサイ ヤブツバキ ヒイラギの出現するプロットの








きさを明らかにするため 多変量解析 数量化類 を用
いて分析を行った 目的変数は 天然更新の可能性の判断












図 - 方位と更新の可能性 図 . 傾斜と更新の可能性
図 / 斜面位置と更新の可能性 図 0 基岩と更新の可能性
図 1 土壌型と更新の可能性 図 2 林齢と更新の可能性




























































+ 河原輝彦 +33* 人工生態系管理手段としてのこれからの
育林技術 林業技術 /13 ,*,-.
, 井鷺裕司加茂皓一河原輝彦 +332 針葉樹一斉林を針
広混交林に換える +*年間の試み 森林総研所報 +,+ ./.
- 河原輝彦 ,**+ 多様な森林の育成と管理 東京農大出版
会 -3+*0.
. 赤井龍男 +313 ヒノキ天然更新技術の確立に関する基礎
調査 大阪営林局 .*.0.
/ 赤井龍男 +312 天然更新に関する研究  近畿 中国地
方における各種ヒノキ林の更新 京大演報 /* ../1.
0 加茂造一河原輝彦山本久仁雄 +32+ 間伐後のヒノキ
天然生稚樹の成立経過 +間伐直後の稚樹の発生成立過
程 -,回日本林学会関西支部講演集 122,.
1 山本進一堤 利夫 +32* ヒノキ人工林における天然生
ヒノキ稚樹の個体群動態  当年生稚樹の死亡要因 日
林誌 0, -.--.3.
2 山本進一堤 利夫 +32/ ヒノキ人工林における天然生










The Possibility of Natural Regeneration
in Artiﬁcial Chamaecyparis obtusa Stands
By
Seiji MATSUZAKI* and Teruhiko KAWAHARA**
(Received May +3, ,**//Accepted January ,1, ,**0)
Summary : The possibility of natural regeneration in artiﬁcial Chamaecyparis obtusa stands was esti-
mated by logistic regression, using eight factors, such as altitude, inclination, slope position, soil type,
stand age, canopy density, ﬂoor plants coverage and forest ﬂoor type as independent variables. The
regression analysis showed that regeneration of C.obtusa was controlled by forest ﬂoor vegetation, soil
type and stand age. We made a program for diagnosis of the possibility of natural regeneration of
C. obtusa based on the regression analysis.
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